
 

 

 

 左下は西日本新聞に掲載された「中国のミサイルによるアメリカ本土の攻撃」のシナリオです。記事によると、現在の技術で、中国がアメリカ本土を攻撃することは可能であるということなのでしょう。つまりそれほど中国の

軍事力は進歩しているという記事です。西日本新聞もすごい記事を載せるものだなあと森も驚いて切り取りました。仮にそういうことにならば、アメリカ合衆国の諸都市は廃墟と化すでしょう。しかしアメリカにはハワイなどに

無数の地下軍事基地があり、更には海の中に多数の核兵器を搭載した潜水艦がありますので、そこからの報復が始まり、かくして世界中の地球上にある設備や建物は破壊されてしまうでしょう。核戦争に勝利する国などないので

す。ただし、その過程で「スターウオーズ」になり、世界中のネットによる交信やコンピューターでのコントロールも不可能になります。人類は生き残れる可能性がありません。地球上から核兵器をなくすこと、そして世界中の

人々が自分のことだけでなく、他者の幸福を願わない限り、もはや現代では人類の存続は不可能となっているのですが、無知で強欲な人間が人類を終末に追いやるでしょう。志成館は使命として平和のための情報を流し続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2022年 3月 16日 第 36巻 05号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

【下】斉藤幸平「人新世の資本論」から、地球環境問題が解決するためには、

資本主義社会を変えなければならないという部分です。この部分は先進資本主

義の物質的な豊かさは、グローバルサウスと呼ぶべき貧しいアフリカやアジア

や南アメリカの貧困や極悪な搾取労働者の忍耐に支えて自分たちだけが豊かさ

を享受しているのであり、少しでも豊かさを求めるこれらの貧しい人たちが、

地球環境を守るような行動をするはずがないという箇所のコピーです。彼の言

う通り、貧しい国々を豊かにし、経済的な差別や、軍事紛争をなくさない限

り、人類の存続は不可能でしょう。それを実現するには「競争社会」である、

資本主義社会を克服することによってのみ実現不可能という主張です。いろい

ろな理論が主張されていますが、森が見る限り、どれもが、資本主義社会を維 

持するためのごまかしの理論でしかないように思えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ロシアのウクライナへの侵略に関する短い説明文」 

ロシアによるウクライナへの侵略は到底許されるものではありません。悲惨

なウクライナの人たちへの援助や救済がなされるべきことやロシアに対して、

戦争を直ちにやめるように呼びかけることも当然であると考えています。 

しかしなぜこんな悲劇が起こったかを論じないで、一方的にプーチン悪人説

を唱え続ける欧米日メディアの姿は、少なくとも公平な姿ではないといえると

思います。真実をありのままに伝えるのがメディアのあるべき姿であり、特定

の一方的な立場で報道するのは誤った行動であるといえるでしょう。今のテレ

ビのような欧米の先進国の立場に偏ったプロパガンダ＝政治的な宣伝活動は、

戦前の日本の新聞やラジオと同じようなものであり、まさに戦争への突入へま

っしぐらになっているようにも思えます。日本が今後も存続するためには、よ

り公正そして公平に敵対国であると多くの日本人が考えているロシアの立場

や、これから起こるかもしれない中国とアメリカによる台湾争奪戦争をめぐる

中国の立場しっかりと理解することが必要だと思います。 

ウクライナ問題ですが、これは１９９１年に旧ソ連が崩壊した後、独り勝ち

になったアメリカは、よりによって長年の宿敵の旧ソ連の隣のウクライナに、

アメリカの傀儡政権（かいらいせいけん＝アメリカの言いなりになる政府のこ

と）をつくり、資本主義的な経済システムと価値観で、社会主義価値観に根差

した国家を維持していた旧ソ連グループからの搾取を始めたことが原因なの

です。旧ソ連時代の価値観（社会主義的な自由や人権観であり、私は「資本論」

の前半部分を丁寧に読まない限り、日本人やアメリカ人には理解できないし議

論も成り立たないと思っています）と誇りを持ち続けているプーチンさんの堪

忍袋の緒が切れたのです。賛否はともかく、少なくともプーチンさんや習近平

さんたちはこのようなお考えでしょう。（他方で欧米日の先進国の人々は、真

に自由で人権が尊重されたウクライナになったと歓迎したうえで、いろいろな

投資を始めてきたのであると把握しているのですが・・・）現在のこの危機的

な事態は、米ソの立場は逆なのですが、１９６２年のキューバ危機と全く同じ

であり、当然に核戦争が予測されることになってしまっているのです。 

 ところで、現代は「数百年に及ぶ欧米先進国による世界支配が終わりを告げ

ようとしている」ように私には感じられます。国際連合でのロシア非難決議案

に対して反対や棄権をした国々をチェックしてください。ＢＲＩＣＳ諸国の

（ブラジル・ロシア・インド・中華人民共和国・南アメリカ）４カ国、そして

イラン・イラク・コンゴ共和国・マリその他４０カ国です。つまり世界の４０

の国はアメリカやＥＵや日本の立場にはロシアへの制裁に賛成していないの

です。これらの多くの国は国内に貧困問題を抱えていると同時に、資源大国で

もあり、なおかつ長い間、欧米の先進国に奴隷として人力を奪われ、中高の教

科書に出てくるおびただしい戦争や不平等条約で苦しめられてきた国々なの

です。（私には欧米を「先進国」と呼ぶのはふさわしくなく、「資源略奪国」な

いし「環境破壊先進国」という名前の方がふさわしいと思えます。）このよう

な時代の変化の流れの中で、強欲なアングロ・サクソン（損するからという理

由でＥＵを離脱したイギリスとアメリカ合衆国のこと）や先進国と自分勝手に

呼んでいる豊かな国々の言いなりになって、中華人民共和国やロシアを敵対国

とみなして、将来の「日本の国益」＝「あなた達の将来の豊かさ」が阻害され

ることがないことを心から願ってこの文書を作成しています。 

 それにしても、もはや地球環境も人間の存続を許さない事態なのに、いまだ

に国家間で、自国の利益に拘泥しようとする姿に絶望感を感じて日々を送って

います。「これでは人類の終焉もそんなに遠くはないであろう」と感じながら

の生活です。北京オリンピックでもジョンレノンの「イマジン」が開会式を飾

りました。ロンドンでもトリノでもイマジンが主役でした。世界中の人々が国

境を越えて協力し合う時代をつくることが喫緊の課題であり、人類が存続し続

ける唯一の道であると思っています。先進諸国がもっと謙虚になって、国際課

税の徹底などで、その富を世界中で分かち合うことが必要な時代であることは

多くの人たちの共通の認識であると私は思っています。 

２０２２年３月１５日                 志成館館長    

森 英行  

現在のウクライナでの米ロの戦争（実際

に戦っているのはアメリカとロシアなの

です：映像による宣伝戦争も含めて）の

あとに、台湾をめぐる中国とアメリカ合

衆国の戦争が始まるでしょう 日本が巻

き込まれないことを願っています 
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